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長年のシステム構築,
および運用で培った
知識を運用ポリシーに

適用

業務ごとの重要性に
従い,ポリシーを定義

業務の目標とする
サービスレベルを維持

するための,具体的な

システムの構成･動作

要件を定義

･運用ポリシーを決定
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運用ポリシー

運用ポリシーに従い,

システムを自律運用

ミドルウェア

ファウンデーション
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メインフレーム サーバ ネットワーク ストレージ

日立製作所は,情報はライフラインの一つであると

いう考えの下に,｢情報ライフラインはHITACHl+を情

報･通信事業のビジョンとして定めている｡この事業ビ

ジョンを支えるさまざまな製品群を｢ユビキタスアクセ

ス+,｢サービスプラットフォーム+,および｢サービス&ソ

リューション+という三つのカテゴリーで提供しており,

その中の｢サービスプラットフォーム+の新たなコンセプ

トとして策定したのがHarmoniousComputing(ハー

モニアスコンビューティング)である｡

近年,企業の基幹システムには,24時間365日連

続稼動が求められる一方で,多種多様なオープン製品

首
はじめに

日立製作所は,情報･通信事業ビジョン｢情報ライフラインは

HITACHI+を支える多種多様な製品群を,｢エビキタスアク

システム構成を決定

Harmonious Computing

が目指すビジネスポリシー

ペースのプラットフォームシ

ステム

HarmoniousComputingが目指

すのは,手作業で実施していたシス

テム設計やシステム運用を,顧客そ

れぞれのビジネスポリシーに基づい

て自動化,省力化する.自律運用

型システムの実現である｡

への対応や,ビジネスの成長,急激な負荷の変動に

対応できる柔軟性が必要とされている｡

このような状況の中でHarmoniousComputingが

目指すのは,ビジネスポリシーペースのプラットフォー

ムシステムである｡従来,手作業で実施していたシス

テム設計やシステム運用を,顧客それぞれのビジネス

ポリシーに基づいて自動化,省力化できる,自律運用

型システムを実現する｡また,｢発展+,｢共創+,およ

び｢信頼+を顧客に提供する三つの価値として位置づ

け,顧客が安心してコアビジネスに集中できる環境の

構築を支援していく｡

セス+,｢サービスプラットフォーム+,および｢サービス&ソリュー

ション+の三つのカテゴリーで提供している｡この中で,｢サー

ビスプラットフォーム+は,顧客のビジネスや各種サービスを実

行するシステム基盤として位置づけられ,ミドルウェアや,サー

バ,ストレージ,ネットワーク製品1)および関連サービスを対象と
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する｡

情事艮がライフラインとなった社会ではITシステムが必要不■叶

欠であるが,その一方で,システムの大規模化,複雑化が進

み,投資の増大や技術要員不足が大きな問題となっている｡

日立製作所は,顧客の戦略的情報活用によるビジネスの付

加価値創造に貢献するため,今後,現在よりも簡単な操作と

最適なコストで即座に利用できるシステム基盤の提供が必要

になると考える｡

ここでは,上記のような背景の下で,R立製作所が新たに

策定したサービスプラットフォームコンセプトHarmoni｡uS

Computing(ハーモニアスコンビューティング)について述

べる｡

2HarmoniousComputingが目指すもの

現在,顧客サービスプラットフォームに求められているのは,

システム自体に煩わされることなく,｢貴重なリソースをコアビ

ジネスヘ集中したい｡+,｢システムに対する投資対効果を最

大化したい｡+ことであると考える｡

また,近年の利用環境を考慮すると,プラットフォームシステ

ムには24時間365日連続稼動が求められる一方で,多種多

様なオープン製品や,ビジネスの成長,急激な負荷の増大に

対応できる柔軟性が必要である｡

このような状況に対して,HarmoniousComputingが目指

すのは,ビジネスポリシー(業務要件)をベースとしたプラット

フォームシステムである｡従来,業務を稼動させるためには,

プラットフォームについての論理的な構成モデルの設計に始ま

り,物理的かJソースの選定,運用監視ルールの設定,そし

て実際の運用監視などの作業が必要であった｡しかし,ポリ

シーベースのサービスプラットフォームでは,システム管理者が

ビジネスポリシーである業務要件に基づいてシステムポリシー

を設定すれば,実際のシステム構成とともに,その構成にお

ける運用ポリシーを決定することができる｡さらに,その運用

ポリシーに基づいた自動運転を行うことにより,負荷の変動や

障害発生時にも,システム全体を最適な状態に維持できる｡

このシステムポリシーや運用ポリシーの生成にあたっては,

顧客のシステム構築で長年培ったナレッジ(知識)を適用する

とともに,それぞれのシステムに最適な運用ポリシーを適用で

きるように,コンサルテーションヤシステム構築サービス,運用

監視サービスとして日立製作所のノウハウを提供していく｡さ

らに,ビジネスポリシーを,システムポリシーに変換,設定する

ための自動化にも取り組む｡

このようなシステムを実現する際には,単にシステムが勝手

に処理を行うのではなく,人とマシン,マシンとマシンが青いに

理解し合えることばで調和をとることが何よりも重要である｡そ

のため,日立製作所は,Harmonious Computingをコンセ
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プトと定め,ビジネスポリシーに基づいた自律運用型システム

を提案する｡

題
HarmoniousComputingのコンセプト

顧客が安心してコアビジネスに集中できる環境を,さらに早

く,最適に構築するという観点から,Harmonious Comput-

ingでは,｢発展(Progression)+,｢共創(Collaboration)+,

および｢信頼(Trust)+というキーワードを,顧客に提供する三

つの価値として位置づける(図1参照)｡

Harmonious Computingでは,オープンミドルウェアをはじ

め,サーバ,ストレージ,およびネットワークを統合したシステム

基盤を提供する(図2参照)｡その構成は,まずファウンデー

ションミドルウェアにより,必要とされるハードウェア装置群の性

能と機能を最大限に引き出しながら仮想化していぐ｡そして,

オープンミドルウェアで顧客の業務に対応してオープンかつデ

ファクトスタンダードの開発･実行環境を提供するとともに,顧

客のビジネスポリシーに基づく自律的なシステム管理を行う｡

これらのミドルウェア,ハードウェアは,日立製作所がメイン

フレームで培ってきたビジネストランザクション制御やデータ

ベースマネジメント技術,高信頼技術を受け継ぎ,強化したも

のであり,顧客のビジネスを強力に支援していく｡

また,顧客にとって最適なシステム構成を実現するため,こ

れらの製品群を連携させるインタフェースもオープン化し,他

社のハードウェア,ソフトウェア製品とも連携を図っていく｡

3.1発 展

サービスプラットフォームに求められるのは,時代の変化や

ビジネスの成長に伴って,付加価値のさらに高いビジネスや

Pro(事帽$Sion

発展

時代の変化や■
ビジネスの成長

に沿った,最適な

システムを

助r〝t〃〝詣〟∫
(b〝甲〟J加g

Trust

信頼

共創

ビジネスモデルの

創造を支える,自由
度の高い業務の実

行環境を

ビジネス活動の信頼を確保する,

ノンストップでセキュアなシステムを

図1HarmoniousComputingで提供する三つの価値

HarmoniousComputingでは､｢発展+,｢共創+.およぴ｢信頼+を,顧客に提供

する三つの価値として位置づけた｡
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顔客の業務層

業務 業務 業務

ウェブサービス･Eビジネス基盤

･オープンミドルウエアによる
オープンかつデファクトな

開発･実行環境の提供

･顧客のビジネスポリシーに基づく
自律運用型システムを実現

･ファウンデーションミドルウェアと

ハードウェアの組み合わせによる

日立グループ固有の高付加価値
機能の提供

(自律･仮想化･高信極性)

蜜
メインフレーム

AP8000,AP7000

オープンミドルウエア

(トランザクション制御,データ管理…)

Cosminexus OpenTPl

JPl

HiRDB

ポリシーベース自律運用管理

ファウンデーション

喜苅撼療

(ハードウェア,OS,ファウンデーションミドルウェア)

JPl/HiCommand

サーバ

EP8000,HITACHt9000V,

HA8500,HA8000

藍望彗≡汐

圏

ネットワーク ストレージ
GR4000/2000, SANRISE9900V,

GS4000,AG8100 SANRISE9500V
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ビジネスの成長,業務の拡張

オンデマンド アベイラビリティスケーラビリテイ

ポリシーベースのシステム運用

サービスプラットフォーム

フレキシビリティ

図3｢発展(Progression)+
｢発展+では.システムの拡張性と運用コストの低減を図る｡

豊かな社会生活を生み出すために必要なコンピューティング

パワーを,継続的かつオンデマンドですばやく活用できる柔軟

性であると考える(図3参照)｡

そのため,それぞれの顧客に最適なリソースを選択し,組

み合わせて,ポリシーベースの自動化･自律運用や,ハード

ウェア資源の仮想化3'などの才支術で,運用コストの適切化と,

安定稼動を図る｡それにより,顧客のビジネスや社会生活の

発展に貢献することを目指す｡

3.2 共 創

ハードウェアの違いや複雑なシステム構成を意識することな

図2Harmonious Com-

Puting実現に向けたアー
キテクチャモデル

HarmoniousComputingでは,

ミドルウェアをはじめとして,サーバ,

ストレージ,およびネットワークを総

合したシステム基盤を提供する｡

Fl

く,共通のスキルで構築できるオープンかつデファクトスタン

ダードの環境と,顧客の既存資産と新しい資産のシームレスな

続合･連携を実現する(図4参照)｡例えば,ウェブサービス技

術や,オープンかつデファクトスタンダードの実行環境,実行

環境の仮想化などの技術により,ビジネス価値を最大化する

ためのビジネスモデルや業務のスピーディな構築を可能にし,

顧客がコアビジネスに専念できる環境を支えていく｡

3.3 信 頼

いっそう安心できるビジネス活動や社会生首利こ貞献するた

業務

投資集中

業務

蟄

鞄
㈱

業務の実行環境

ファウンデーション

夏空≡望芝野

圏

轡務の攣統廃
け

社他

図4｢共創(Collaboration)+

｢共創+では,ビジネスのスピードアップとコアビジネスヘの集中を実現する｡
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業務 業務

業務の実行環境

ポリシーベースのシステム運用

ノンストノブ

業務

セキュリティ

サービスプラットフォーム

図5｢信頼(Trust)+

｢信頼+ではノンストソプでセキュアなビジネス･社会基盤を構築する｡

め,プラットフォームの安定稼動を図る(図5参照)｡障害や災

害が発生した場合でも,ハードウェアの代替やソフトウェアに

よるリカバリなどをプラットフォームの中で解決し,システム全

体の安定稼動を目指す｡また,企業や個人の情報資産を守

るため,日立製作所がこれまで社会インフラストラクチャーシ

ステム,メインフレームで培った高信頼化技術+やセキュリティ

技術を提供していく｡

さらに,システムや装置の定常的な監視に基づく予防保守

サービス,システム構築時点での高信頼化システム設計のた

めのコンサルティングサービスなどを製品とともに提供し,いっ

そうの安定したシステム稼動を支援する｡

清水敏男

､

柳
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〃
おわりに

ここでは,日立製作所のサービスプラットフォームコンセプ

トHarmoniousComputingについて述べた｡

Harmonious Computingというコンセプトを実現するため

には,口立グループの製品だけでなく,他社製品の機能や

サービスを相互に連携させることが重要である｡そのため,

口立製作所は,先行開発した技術や仕様を各種標準化団

体に積極的に提案し,他社と協調しながら仕様を普及させる

ことに努めている｡

そして,今後もHarmonious Computingに基づく製品･

サービスを提供し,安心･安全,快適なユビキタス情報社会

の情報ライフラインを,先進的かつ高信頼の技術で支えてい

く考えである｡
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